
毘貴重と飛鳥千塚古墳詳

笠　井　敏　光

毘支王が倭国の拠点としたのが飛鳥戸郡を中心とする河内飛鳥である。昆支王を巡る2

っの系譜や後勘こ及ぼした影響、その年代について検討する。また1飛鳥戸部の地理的な

範囲、さらにその末裔である飛鳥戸遭一族と墳墓である飛鳥千塚古墳洋の分析を通して、

支詳ごとの構成・年代・特徴を考え、被葬者の性格に迫りたいo

l．河内飛鳥と安橋郡

大阪府南部の羽曳野市・相原市にかつて所在した旧安福部（飛鳥戸部・あすかべぐん）

を中心とする地域は、奈良県南都の飛鳥（明日香）に対して河内飛鳥（近つ飛鳥）と呼ば

れた。河内飛鳥は、安福郡を中心とする安宿地域（I）、太子町・河南町にわたる機長（し

なが）地域（Ⅱ）、羽曳野百・藤井寺宙に造営された古市古墳群のある古市地域（Ⅲ）、そ

して野中章の南に広がる寺山地域（Ⅳ）の4地域に分けることができる。

河内飛鳥の中でもその中心は、安宿地域である。奈良時代の安宿郡には3弼脂ったこ

とがわかり、上（賛美・加美）郭は羽東野市飛鳥・駒ケ谷、申（奈加・尾張）郷ま相原市

田明・玉手・片山、下僚母）難は柏原市国分に比定することができる0

2．毘支王と2つの系譜

昆支王が妻とともに来倭したのが461年、翌年に子どもが生まれたので妻子摘清に構

図させた。この子が後の武寧王であるo毘支王は倭国滞在中に5人の子息をもうけ、第2

子は文周王の娘との間に生まれた後の東城王である。475年に百済前期の都である浅識

が陥落、昆支王は中期の都である熊津で即位した文周王を支え、477年に潰した。

天皇は2001年、68歳の誕生日に先立ち、ワリレドカップにあわせた記者会見で、

次のように述べた。「私自身としては、桓或天皇の生母が百済の武寧王の子孫であると続日

本寵に記されていることに韓国とのゆかりを感じています。」これが、「韓国とのゆかり発

副と呼ばれているもので韓国では大きく即上げられたが、日本ではあまり報道され

なかった。歴史学では当たり前になっている歴史事実で平安時代の記録には帽済王ら

は朕が外戚」と替かれ、百済王家との関係を誉れ高く記しているが、天皇自らこのことを

明言されたことに大きな意味がある。

そこで、再度検討した結果、昆貴重に始まる2つの系譜が明らかになった。ひとつは、

昆支王の子、武箪王に始まる系譜で、武翠玉の子である紐陀太子を経て橿寵天皇の生母で

ぁる高野新笠（たかののにいがむに至る系譜で、このことを天皇は発言されたのである。
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もうひとつは、文周王の娘との剛こ生まれた東城王をはじめとする飛鳥声造一族となり、

河内飛鳥に居住した。彼らは後に改姓して百済福相となり、藤原氏につながり、清和天皇

に至る系譜をもつ。これらのことから毘支壬を祭神とする飛鳥戸神社は、860年に雷神

となり、880年には春秋祭祀のために四一町が与えられた。

吉田晶氏による「羽曳野市周辺の氏族分布表」によると、8・9世紀の安宿郡に分布す

る氏族14氏のうち、渡来系氏族が9氏、64％を占めている。渡来系氏族が過半数以上

であることは、自然的な定住の結果ではなく、王権による計画的な配置であると考えられ

る。

3．飛鳥千塚古墳龍

飛息子塚古墳器は、羽曳野市飛鳥・駒ケ谷地域の丘陵において6－7世紀に築かれた古

墳群で墳丘は10－20m前後の円墳、主体部は横穴式石室を中心とする。

古墳藷は、A－Gの7つの受諾に分けることができる。

A受諾は、現在の飛鳥集薄肉にあり、低い立地を示す。かつては15基存在したが、分

布調査時に8基、現在は3基の墳丘を確認できる。6世紀後半の横穴式石室を主体とする

ものと推定できる。

B支離は、飛鳥新池の西方・鉢伏山の南側、標高50－190mに分布する。横穴式石

室境の他に、観音壌・観音巌薗・観音嬢上・鉢伏山南峰の横口武石請がみられるo嬢原古

墳からは、金銅製のかんざしが出土しているo

c支灘は、寺山より南西に延びる標高140－200mの屋根上に築かれ、オウコ古墳

辞と呼ばれている。かつては34基あったか、分布繭杏の時に13基確認されているo主

体部の構造から、自然石を用いた無袖の横穴式石室境と、横口式石櫛が併存しているo

D支辞は、寺山より分岐した標高90－130mの屋根上に位置し、約10基の無袖横

穴式石室境が確認されている。

E支藷は、鉢伏山から南西の屋根上に存在する約12基の横穴式石室境で駒ケ谷古墳

群と呼ばれている。群内の奉献蕃山1号境は、両袖式石室で、金銅製沓・金環・鋼環・ガ

ラス五・銅銅等が出土した。同じく2号墳からは、ミニチェアの寵形土器がセットで出土

した。

F支群は、鉢伏山の南西から北西にかけて築かれた古墳請で通称「三ツ塚」と呼ばれ

る3基、切戸上2号噴、横目式石部の鉢伏山西蜂古墳等が含まれるo切声1号境は、横

穴式石室内に木棺2基が確認され、2号墳からはミニチュア土器が出土した。

G妄語は、鉢保田の南方の屋根上に存在する約7基の横穴式石室墳であるが、詳細は不

明である。

4．古墳群の分析

①飛鳥千嬢古墳群は、支群ごとに墓域が設定され、個性がある。ほとんど6世紀後



半－7世紀初頭に築かれた後期離項である（A・D・E・F・G支離）。

②B支群は、基本的に4基の単独練期古墳から構成される。

③C支群は、終期詩集境にあた。、鯛の横穴式確と横口式欄が併存するo

築造された醐ま、ほ同じ7世緋頃で横穴式石室は9号項、横口武石櫛は

8号境を契機として築かれた。構造的には2種類あるが、すべて単葬である。

④狭義の飛鳥千濱古墳群は、上郷に立地し、A一服辞で離されA支群のある

鯛は当時の鮨立地と重をると考え、それらを囲むB・C・D妄語は風水の思

想に基づいた配置がされているのではないか0

⑤二上山北西の石英安山岩の端を翻し、撥岩も使捕るなど石工技術に秀

でている。オウコ8号境から出土したタガえは、締着の生前の勝を表わして

⑥E・F支洋などの後期詩集硬で嵐ミニチュア土器の蛙が輔で、渡来系氏族

⑦F支謡の切戸1輔における2緋、釘や鐙の大きさや醜などから夫婦合葬の

⑥暇軸でも艦は明らかでB支溝における観音端境、C支辞におけるオウ
コ8号漬、F支離における鉢伏山西輯項が上位に位置するc

飛鳥手塚輔謡の中でも特に、羽曳輔飛鳥に所在するA－D支請は、安部上郷二重

現し、飛鳥瑚社の鯛である昆支王を始祖とする飛鳥擢一族の墓域である。築造され

たのは6－世辞であるが、500年頃の韓半島の膀勢に連動し棍支王の来倭、倭国で

生まれた2人の百済王の確など5醒からの倭と覇の鱗的な輔の上に成立した。

百済系氏族の倭国への渡来は、まず4世賦頃の高句醸造に伴う文民などの渡来、次

に5鵬後半の三国動乱による船・津・聯・馬・蔵氏などの渡来、そして7世紀後半の

覇滅亡による渡来の3回を躍することができるo当時の東アジア輔に射て、倭と

百済はいつも弼した動きれていた。漢字や仏教だけでなく、多くの文化や政治“思想・

文物は百済を経由して倭国に将来された。

韓国商都に集中して築かれた前方後暇の被葬者については、倭人か韓人かが醸離

れている。昆姓の第2子である東城壬は、479年に筑紫の箪500人に守られて輔

に爛したとあり、これ以降横脚部こ百済復興を支援するo彼らのように覇の地に残り、

覇の宮人となった「倭人の百済離」繭方復職こ葬られたと朴天秀氏は考えてい

る。つまり、覇と緋、樹こ官僚を含む人的交流をおこなう開国たったのである。

妓王の茄は、河内雑に離し、多くの輔を残した。彼らの足跡をたどることに

ょって、古代から現代に至る韓日関係翻ちかになり、両国が未来志向で共生できる礎と

なるとともに、アジアの一員として役割を果たすことになる。
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